
金星、火星、木星を観測し、地球のなりたちを知る
世界初！ 惑星観測専用の宇宙望遠鏡。
イプシロンロケットで打ち上げられる惑星分光観測衛星（SPRINT-A）は、
地球を回る人工衛星軌道から金星や火星、木星などを遠隔観測し、磁気圏と大気進化
について調べます。

イプシロンロケットは高性能と低コストの
両立を目指す新時代の固体ロケットです。
●「ロケットの知能化による自律点検」
　搭載機器の点検をロケット自身が自律的に行います。

●「世界で最もコンパクトなモバイル管制」
　パソコン数台でロケットの発射管制を行います。

●「ニーズに合わせた高頻度な打上げ」
　組立・点検などの運用を効率化し、運用コストの低減を実現。
　頻繁に打ち上げられるシステムを構築します。

9 14 土
■打上げ場所  内之浦宇宙空間観測所 

■打上げ予定時間 13時45分～14時30分（日本標準時）※

■打上げ予備期間  平成25年9月15日（日）～平成25年9月30日（月）

（※）打上げ予定時間帯は、上記予定時間帯の中で打上げ日毎に設定されます。

■打上げ予定日

平成25年 月 日（ ）

■ペイロード　惑星分光観測衛星（SPRINT-A）


